
①

②

③

④

⑤
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⑩
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大項目 中項目 グループ校の評価指標 自己評価 学校関係者評価委員会から
（小中一貫教育準備委員会等） 改善策（来年度の目標設定,具体的な取組目標）

【視点１】
学校の教育目標を
グループ校で共有する

知・徳・体のバランスのとれた力を
身につけた子

～共に高め合う喜びを実感できる子～

(指標１)　「学校に行くのが楽しいと思う」児童生徒の割合

A

①体育祭や合唱祭は、３年生が最上級生として学校を引っ
張っていく場でもあるため、そのような活躍の場ができたと
いう点からも行事が復活して良かった。

②生徒大会では、違う価値を認め合う討論となっていた。他
人との違いに敏感な年代であるからこそ、このようなテーマ
での話し合いは重要であると感じた。

③他人を認めてあげられると、自分は自分でいいんだと思
えるようになってくる。ずっと自己肯定感が高いままでいるこ
とは難しい。時期によって上がったり下がったりする。自己
嫌悪・自己否定の経験から、他人の痛みを感じ取ったり、サ
ポートに回ったりすることもできるのではないだろうか。

④メディアチャレンジデーはずっと昔から行われている。私
物の他に学校での一人一台端末もあり利用時間が増えて
いるので、内容をリニューアルしてはどうだろうか。便利さと
怖さの両方について学んでほしい。

⑤体育祭・合唱祭・修学旅行など、みんなで創る経験ができ
て良かった。先生方のお陰。生徒自身も素晴らしく成長でき
たと思う。OMTは活気があり、身近なテーマで考えやすく自
分の意見をしっかりと持つことができた。この活動を続けて
ほしい。

⑥B評価であるが、集合研修ができなかったのは台風やコロ
ナによるものなので特に問題なし。各園や学校の職員が少
しでも気軽に情報交換できるように、顔写真・趣味などを掲
示板に載せてみてはどうか。小中だけでなく「園」も入っての
交流活動がいい。園小中の接続がスムーズになることを期
待する。

⑦近年、中学生と地区防災に関する接点はなかった。中学
生を地区の訓練に呼ぶことに対して、大人は子どもに「教え
なければならない」と構えてしまう。大人と子どもが「一緒に
考える・活動する」という考え方で自主防への受け入れをお
願いしている。地域防災訓練では世代を超えて一緒に活動
をすることで、今の中学生はこんなこともできるとお互いを知
る機会となった。

⑨働き方改革については、「ここはやる」けれど、「ここはや
らない」など、これまでのやり方を変えていく必要がある。保
育士による虐待事件があった。働く環境を整えなければなら
ない。先生たちの精神状態を子どもは敏感に感じ取る。子ど
もたちが安心して過ごせるように、職員のメンタルもフォロー
できる体制作りをお願いしたい。

⑩模擬店はなかったが小島まつりに中学生が大勢来てい
た。集まりに行きたいんだなと思った。祭りのような思い出作
りをしてあげたい。それらの経験が防災にもつながっていく。
台風15号の時は、地域でお手伝いをする中学生がいた。中
学生は戦力になる。自主防が各地区ごと組織立てていける
とよい。小島まつりのような小・中学生が集まれる場は大切
だ。

　本年度、体育祭や合唱祭など、仲間と共にお互いを高め合う活動が滞りなく実施できました。そのことが生徒に与え
た影響は大きく、このような結果につながりました。来年度はさらに「知徳体」のバランスをとれた生徒の育成のため、
カリキュラムマネジメントを進め、「共に高め合うよろこびを実感できる」生徒の育成に努めたいです。

（学校説明）A44.4％B51.9%計96.3%
　引き続きコロナの影響はあるが、修学旅行・体育祭・合唱祭等主な行事を無事実施することができました。
生徒も行事を中心に活動する喜びや、連帯感を味わうことができたと思います。特に３年生は、入学以来様々
な教育活動を制限され我慢することが多かったが、今年度の活動をとおして自己肯定感の向上ににもつな
がったと思います。

【視点２】
9年間の連続性、系統
性を強化した教育課
程を編成・実施する

知の軸：聴き方・伝え方指導
共に伝え合い、深めていく子

・合い言葉「ボディリス、ハーリス」

(独自)「学校の授業がわかると感じる」児童生徒の割合

A
（学校説明）A21％B66.7%計87.7%
　11月の学習相談でとったアンケートでも、国語、社会、数学、理科、英語の５教科の授業の内容が、わかる・だいたい
わかる生徒の割合が８割を超えていました。毎日の授業では、生徒の考えや意見をもとにした学び合いを目指し、個々
の生徒に応じた支援や、話し合いや討論を行う場の設定、生徒のつぶやきを適切に拾い上げること、などを意識的に
行っています。このような取組が、生徒の「わかる」「楽しい」につながり、さらには深い学びにつながっています。

徳の軸：自己肯定感を高める指導
自分も相手も認め大切にする子

・振り返り　認め、認められる場の設定

　小島地区では園・小・中で防災学習に取り組んでおり、発達段階に応じて様々な活動を行っています。小島中では
来年度も学年ごとにテーマを設定し学習に取り組むことで、災害時に地域のために活躍できる力を身につけさせてい
きたいと考えています。１年生は「ジュニア防災士養成講座による防災学習への意識付け／我が家の防災・防災バッ
ク作り」、２年生は「学区の調査と分析、改善プラン作り、発表」、３年生は「避難所・避難生活について」を予定してい
ます。

(指標14)　「自分には、よいところがあると思う」児童生徒の割合

A

（学校説明）A23.8％B47.5%計71.3%
　昨年度の学校評価をふまえ、今年度は縦割り活動やサンキューカード、地域と連携した防災学習など、生徒の人間
関係を広げ、自己有用感を高める場面を意識的に増やしてきました。その結果、昨年度の68.5％から71.3％に向上しま
した。指標としてはまだ80％に届いていませんが、この一年間を見ても、特に1年生が42.3％から56.3％、2年生も70.3％
から84.0％と大きく向上していることから、取組の方向性は間違っていないと判断し、自己評価をAとしました。今後も引
き続き教育内容の充実に努めていきます。

体の軸：よりよい選択ができる指導
健康な生活を送るためによりよい選択の

できる子
・メディアチャレンジデーの実施

(独自)「『わが家のメディアルール』を意識して生活できた」児童生徒の割合

B

（学校説明）A25％B41.3%計66.3%
　年間３回行われるメディアチャレンジデーでの個々の評価を集計すると、平均して85％の生徒が「わが家の
メディアルール」を意識して生活できたと評価していました。現在は一人一台端末の時代となり、日常的にメ
ディアとどう付き合っていくかが課題となっています。今後は小島地区合同保健だより「すくすく」は継続しなが
ら、保護者会や学校保健委員会等も活用しながら体への影響を中心に各家庭とより深く連携した指導ができ
るような啓発活動にも努めていきたいと思います。

【視点３】
児童・生徒の交流、
教職員の協働

自分たちで創り上げる行事　　　運動会・体育祭
小学校３校合同活動・園小中交流活動
入学説明会（生徒会・部活動）

（独自）「学校の活動に進んで参加していると思う」児童生徒の割合

A

安心・安全な学校環境の整備

（独自）「安心・安全な学校生活が送れていると感じる」児童生徒の割合

A

（学校説明）A52.6％B42.3%計94.9%
　体育祭や生徒大会などの行事の企画・運営において、生徒が主体となって活動に取り組むことができまし
た。また、委員会活動に積極的に参加しようとする姿も多く見られました。生徒大会やＯＭＴでは、生徒同士が
活発に意見を伝え合うことができました。活動後の「サンキューカード」を通して、自分自身や集団について振
り返ることで、自己有用感を感じたり、自信につなげたりすることができたのではないかと考えます。今後はさ
らに、小中の交流を増やす場面も検討していきたいと思います。

小島地区教育振興会の活動
小島地区園小中一貫教育構想・指導構想

小中合同研修、地区３部（学び・心・健康づくり
部）の組織的活動・協働

(指標23)　「学年や校種の枠を越えて、連携を図っている」教職員の割合

B

（学校説明）A75％B21.3%計96.3%
　業者の点検だけでなく、月に一度全職員で校内安全点検を実施し、施設の不備にすばやく対応することが
できました。台風15号の際には教育委員会と連携し迅速に土砂を撤去することができました。

（小）勤務時間管理の徹底（教職員のメンタルヘルス）
（中）学校指導体制の整備（部活動ガイドラインの遵守）

（独自）見通しをもち効率的な勤務時間管理をすることができた教職員の割合

B
（学校説明）A16.7％B58.3%計75%
　「働き方改革」を意識し、時間外勤務の削減に努めていますが、小規模校のため一人の教員が担当する分
掌が多く大変な状況にあります。特に、今年度はコロナに加え台風による予定の変更等もあり苦労しました。
教育課程の見直しにも踏み込みながら、お互いに声をかけ助け合い、「チーム小島」で指導体制を充実させて
いきたいです。

（学校説明）A36.4％B36.4%計72.8%
　全学年の生徒の授業を、全職員で受けもっているという小島中ならではのメリットがあり、学年の枠を超えて、一人ひ
とりの生徒の良さを見つけたり、課題に対して丁寧に指導したりすることができました。しかし、今年度は台風15号の影
響で例年行っている小中合同研修会での授業参観が中止となったため、４校が授業で目指す「深め合う姿」を確認する
ことができませんでした。小中の教員が顔を合わせて話し合うことが理想ですが、メール等でのやり取りで距離を超え
た協働を工夫していきたいです。
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）

学力の状況
（全国学力・学習

状況調査）

小学校

小島小…国語では、思考力、判断力、表現力に関わる部分で、全国・県平均を大きく上回った。このことから、自分の考えを文章でまとめたり、表現したりする力が伸びてきていると
思われる。算数では、「数と計算」「図形」に関する問題において、全国・県平均を上回った。正確に計算したり、適切に図形を処理したりする力が伸びてきていると思われる。理科で
は、「粒子」を柱とする領域の問題で、全国平均を下回った。決められた実験だけでなく、児童自身が疑問や問いをもち、それを解決する手立てを考える「問題解決的な思考力」に
課題が見らる。教科全体にかかわることとして、問いに対して、求められている内容を的確に答える能力に課題が見られる。
小河内小…国語では、言葉の特徴や使い方は概ね理解できているが、言語文化に関する知識や登場人物の気持ちを読み取ることに課題が見られた。算数では、図形を構成する
要素に着目し、それぞれの図形の意味や性質は理解できている一方、目的に応じて表やデータを読み取り選択することに課題が見られた。理科では、基礎的な知識・技能は獲得
できているが、観察や予想から問題を解決するまでの道筋を構想したり解釈したりして、自分の考えをもつことに課題が見られた。
宍原小…国語では、言葉への理解は高いが、自分の考えや読み取った内容を、条件に合わせて文章で書くことに課題が見られた。算数では、計算や比例関係などの定着は図ら
れている一方、目的や必要に応じて表やデータを読み取り考察することに課題が見られた。理科では、基礎的な知識は獲得できているが、実験結果や結果を示すグラフをもとに考
察したり、そこから新たな問いを生み出したりすることに課題が見られた。

どの授業でも最近はパソコンを使っているので、だんだんと
授業も変化しているようだ。

　教育相談部会での情報交換やカウンセラーと教職員との連携を密にして、さらなる生徒の状況把握と個別支援の
改善に努めてまいります。また、本年度は職員がスクールカウンセラーから専門的な知識を学ぶ機会を1回設けまし
たが、来年度は計画的に回数を増やして研修を行うことを予定しています。

（学校説明）A25％B66.7%計91.7%
　週一回の教育相談部会とスクールカウンセラーの定期的な来校が相談と生徒支援の良いパターンを生みつ
つあります。相談の継続により効果がみられた、或いは効果が期待できそうな案件もあり、十分とは言えない
までも支援体制は概ね整っています。

保護者・地域住民等との連携 信頼される学校づくりの推進

⑫（独自）保護者アンケートで、「学校からの便りやホームページ、参観会等で学校の様子がわかる」の割合

A

　家庭連絡アプリtetoruの活用により、これまで紙で配ってきた学年だよりや保健だよりなどは、デジタルでの配信を
行います。また、引き続き、学校ホームページで学校や生徒の様子を発信し、在校生の保護者の方だけでなく地域や
これから小島中に通うことになる小学生の保護者の方にも、小島中の取組を理解し、安心して学校に通ってもらえる
ようにしていきます。
　三者面談や授業参観日、学校公開日などでは、保護者と直接会って話をし、思いや考えをを聴く機会を大切にして
いきます。

（学校説明）A61.3％B36.3%計97.6%
　学年だよりや学校だより、ホームページで生徒の様々な活動や活躍の様子を発信しました。コロナ禍でも予
定していた全ての学校行事（体育祭や合唱祭、修学旅行など）を実施し、学校公開日や授業参観も開催し、保
護者や地域の方にも生徒の様子をお見せすることができ、温かい励ましの言葉をいただきました。

各
学
校
の

評
価

大項目 中項目 評価指標 ⑪経験が豊富で信頼できるカウンセラーが週一回でもいてく
れるのはありがたい。

⑫年度の早い時期に学校公開日を行い、小学校6年生の保
護者にも中学校の様子を公開できたことはとてもよかった。

改善策（来年度の目標設定,具体的な取組目標）

教育相談
（個に応じた指導）

学校の実態に応じた校内支援体制づくりの推進

⑪（独自）「教職員とスクールカウンセラー等が連携し、相談や支援体制ができていると感じる」教職員の割合

A

生徒指導の状況
（学校いじめ防止基本方針）

　「清水小島中学校いじめ基本方針」は毎年改訂し、学校HPで公表しています。今年度は特にいじめ対策委員会を召集するような案件はありませんでした。年３回の
「悩みごとアンケート」や学校と家庭、教職員間の連携によって小さなトラブルのうちに解決できるよう心掛けています。
　昨年度から全市的に校則の見直しが取り組まれており、本校でも抜本的な見直しを進めています。教師の一方的・画一的指導から生徒の意思を尊重した話し合い
と納得の指導への転換をめざし、試行錯誤しながら取り組んでいます。今年度は特に「子どもの権利条約」にも定められている生徒の「意見表明権」を保障するため
の取組として、OMT（小島ミーティングタイム）で「学校生活にふさわしい身なり」についての話し合いを、教師も参加した縦割り集団で行いました。まだまだ「先生に決
めてもらったほうがいい。」という生徒も少なくありませんが、自分事としてとらえ積極的に意見を述べる生徒も増えてきており、少しずつ前進していると感じています。

問題は学校だけで起きているとは限らず、スマホ等の使用
で子どもたちのやりとりは見えにくくなっている。家庭で子ど
もの様子がおかしいときは、すぐに学校に相談する等、学校
と家庭の連携がうまくいくとよい。

　新型コロナ対策の影響で行事が減り、保護者と直接会う機会が少なくなっていましたが、今後は実施時期や内容な
どに工夫をしつつ教職員と保護者が懇談できる機会を増やしていきたいと思います。また、来年度から欠席連絡をア
プリで行うようになりますが、それによって家庭との連携が弱くならないよう、欠席した生徒にはその日のうちに必ず
保護者と連絡をとり様子を聞くなどの努力をしていきます。

改善策（来年度の目標設定、具体的な取組目標）

　国語の授業では、「条件に従い根拠を明らかにして自分の考えを書く活動」を意図的に取り入れていきます。また、
表現技法など、深く読み味わうための技やコツを理解しているため、授業で活用し定着を図ります。
　数学では、統計分野は、数式分野や関数、図形分野のように学年ごとの強い関連性がなく、基礎用語等は、次学年
になるとほとんど扱わず忘れてしまうため、定期的に復習を行っていく必要があります。また、数学的思考力の問題
に対する正答率は高いので、さらなる向上のために引き続き、学習課題を工夫し多方面から考察する経験を多く積ま
せていきます。
　理科では、小さくて目に見えないものを、モデルを用いて考えさせるだけでなく、できあがった考えを説明する機会を
今まで以上に増やしていくことで、表現する場面を多く経験させていきます。また、課題解決のために実験方法を考え
たり、実験目的を明確にしたりする場面に多く時間を割くことで、データの活用を効果的に行えるようにします。
　授業では、「書くこと」を通して、自分の考えや意見をまとめ、さらにペアやグループでの話し合いの場を設けること
で、学習をより深めていくことができるようにします。中学校

【国語】全国平均をかなり上回り､①場面の展開や心情の変化を捉えることができる、②話し方の工夫について書くことができる、などの成果がありました。一方、条件に従い根拠を明らかにして書くことが苦手という課
題がわかりました。
【数学】全国平均を上回り､①数学的思考力が身についている、②関数の考えを利用して考察する力がついている、などの成果がありました。一方、学年ごとの強い関連性がない統計分野では、次学年になると基礎
用語を忘れてしまい分布を読み取れなくなるという課題がわかりました。
【理科】全国平均を上回り、①データの読み取り方や、身近な現象や生物に関する知識が身についている、②目的に応じてグラフを作成する技能が身についている、などの成果がありました。一方、実験データから導
けることやそれぞれの現象の理由などを説明する力が弱いという課題がわかりました。

体力の状況
（新体力テスト、
全国体力・運動
能力、運動習慣

調査）

小学校
小島の子だから、体力についてはあればあるほどよい。体
力を自慢したい。特に持久力がないことについては、小学校
のチャレンジランニングがなくなったことも影響しているのか
もしれない。交通事情や安全面への配慮から、園や小学校
の時からずっと保護者による車の送迎が日常になっている。
高校生になってからも、体力がないと困るので、体力はつけ
ていきたい。

小島小…シャトルランとソフトボール投げでは、静岡市の平均を上回っている。ソフトボール投げは、平均は上回っているものの、個人差が大きく、記録の良い子が平
均を伸ばしていると考えられる。一方で、50m走、握力、長座体前屈では、静岡市の体力テストの平均を下回っている。
小河内小…柔軟性に優れているが、俊敏性やリズム感、素早さが課題である。
宍原小…意欲的に運動に取り組んでいる。シャトルランの記録は比較的高い傾向にあるが、投力や握力に課題がある。技能面ではどの分野においても個人差が大
きい。

　　授業では、わかったと感じている生徒が多いが、復習が不十分なためにテストでの結果に表れていない生徒が多
く見られます。メディアチャレンジへの取組等を利用して家庭での学習習慣の見直し、見届けをする取組を行っていき
たいです。また、しっかり理解できているＡ評価の生徒の割合いを、20％からさらに高めていくとともに、上位生徒につ
いては、応用力をつけていくことを目標にしていきたいです。

　今年度は生徒一人ひとりに活躍の場をつくることやサンキューカードの取組などを通して、自己有用感を高める努
力をしてきました。結果として１年生から２年生にかけてその成果が見られますが、３年生の後期になると「自分には
よいところがある」と答える生徒が減る傾向にあります。これは例年のことで、その背景には進路に向き合う困難さが
あると思われます。来年度からの工夫として、そんな自分の弱さも含めて丸ごと自分を好きになれるように、お互いの
しんどさや悩みまでわかり合い、安心できるような場面づくりをしていこうと思います。

　メディアを使わない「ノーメディア」から、メディアとの付き合い方を考える「メディアチャレンジ」となり、３年目となりま
した。この取組についてはこども園、小学校から中学校でも行われ、各家庭や地域の理解も概ね得られているように
思います。ただ、子どもたちにとってまだメディアの付き合い方と健康課題との結びつきが足りないように思います。こ
れから、幼小中と連携し、小島地区の子どもたちの体力低下や視力低下などの具体的な健康課題を挙げながら、発
達段階に応じた健康教育の推進を考えていきたいです。また、特に中学校は学習効果の側面からもアプローチをして
いきたいと思います。

 　本年度は、体育祭や合唱祭をはじめとする学校行事を実施できたことで、生徒たちの思いを活動に反映させ、頑
張っている生徒を認めることができる機会をつくることもできました。これからの中学生には、自分の意見を明確にも
ち、主体的に行動することが求められています。そのような力を伸ばしていくためにも、生徒会活動を中心として、意
見交換を行う場や頑張りを認め合う場を数多く設定し、生徒の「自己肯定感」や「自己有用感」を高めていきたいと考
えています。
　また、ICTを活用し、中学生が小学生に中学校生活をアドバイスするなどの活動を通して、小中の子どもたちが交流
し、お互いが成長できる場面を設定していきたいと思います。

　小規模校で職員が少ないことから、情報の伝達が速く小回りがきくという小島中の良さを活かし、今後も学年の枠を
超えて一人ひとりの生徒を良さを見つけ伸ばせる指導を行っていきます。また、それぞれの職員の持ち味や個性を大
切に、課題に向かっては全職員が共通理解で取り組んでいきます。
　まずは、小島地区４校の職員同士が、お互いのことを知ることから始めたいです。そして、校務支援パソコンのメー
ルや共有フォルダ、クロムブックのクラスルームなどを活用して、授業や生徒指導上の問題などについて情報交換を
行い、児童生徒にとってより効果的な指導が行えるように努めます。

　今後も生徒が安全で安心な学校生活を送れるよう、全職員で学校環境の改善維持に努めます。また、もしも災害が
おきた際にも迅速な対応がとれるよう、日頃から教育委員会や外部団体と連携をとっていきます。

　まずは、生徒の実態に合わせて教育活動の見直し、「やること」と「やめること」を決め、来年度の教育計画に反映さ
せます。働き方改革については、これをやればよいというような秘策はないのかもしれません。小さなことの積み重ね
が大事だと思います。定時退庁日やOHP（小島ハッピープラン）の実施、スクール・サポート・スタッフを有効に活用さ
せてもらうなどして、職員が心のゆとりをもって生徒の指導にあたることができるようにしたいです。

　今年度は昼休みに外で体を動かす生徒が多く見られました。体育の授業以外で体を動かす機会を作ることはとても
大切であり、運動能力向上にも繋がると思います。来年度も積極的に体を動かす生徒が増えるように声かけ等をして
いきます。
　登下校では、安全面に配慮し、できるだけ保護者の送迎ではなく、「自分の足で歩く」生徒であってほしいです。
　また、授業においては、来年度は長距離走の記録向上のために、授業の始めに毎時間行っているランニングの距
離を伸ばしていこうと思います。中学校

　全学年で握力、50ｍ走、立ち幅跳びの記録が静岡市の平均記録よりも低かったです。筋力、スピード、瞬発力を身に付けていく必要性があります。そのほかの種目
においても、大きく数値を上回るものは少なかったです。
　男子では２年生、女子では１年生の記録が同年代に比べて平均値を上回る種目が多かったです。（両方とも柔軟性を計測する長座体前屈）。
　今後の授業において、現在行っているランニング、体操、馬跳びの準備運動は継続して行い、各単元の基本的な技能を高めつつ同時に行動体力（基礎体力）を高
められるよう指導していきます。

【視点４】
地域との連携

しずおか学「防災」等を地域と連携して行う

（独自）「災害時に地域の一員として活躍できることを学んだ」児童生徒の割合

A
　来年度からは、地域と連携した活動に一層力を入れていきます。１年生は「職業調べ」、２年「職場体験」、３年生「地
域への発信」です。特別何か新しいことというわけではありませんが、今行っているもの、コロナ前までに行われてい
たことをベースにして、持続可能な形を探りながら計画・実践していきたいと考えています。

（学校説明）A69.4％B30.6%計100%
　今年度は実際に台風15号の災害があったこともあり、意欲的に防災学習に望む生徒たちの姿が多く見られ
ました。地域の実態に基づいた防災学習に取り組むことにより、机上の知識ではなく実際の生活に根ざした学
習ができつつあります。あわせて、「学区や地域の人の役に立つ人間になりたい。」と思う生徒もA・B合計
93.8％となっていることからも、Aと判断させていただきました。

グループ校の軸となる取組・活動 グループ校の評価指標

・しずおか学「防災」
・ボディリス・ハーリスと伝え合い指導

（独自）「学区や、地域の人の役に立つ人間になりたいと思う」児童生徒の割合

A
（学校説明）A54.3％B39.5%計93.8%
　生徒たちが、地域の人たちに見守られ大切にされていることを実感している様子がうかがえます。防災学習
では自治会長さんをはじめ地域の方々、校内では図書館ボランティアさん、下校時は交流館さんなど、様々な
ところで多くの方々に支えられています。今後も防災学習に計画的に取り組み、災害時には中学生が地域の
力となって行動できる力を育てていきます。

学校環境
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